
 

 

 

 

■ 概 要 

近年、事業所の土壌汚染状況調査や不動産開発行為により油含有土壌の存在が確認されるケースが増大

しており、その安全かつ迅速な浄化処理が求められています。 

本技術は、外部から微生物（分解菌）を持ち込んで浄化するバイオオーグメンテーションという手法を用いて

油含有土壌の浄化を行うものです。利用する分解菌は、数ある微生物の中から特に油分分解能力に優れたも

のとして選抜（単離）した３種類の微生物からなります（以下「３菌株」と称す）＊。 

この３菌株を用いた油含有土壌の浄化事業計画は、国が定めた「微生物によるバイオレメディエーション利

用指針」への適合の確認を受けています。この指針への適合確認は、３菌株の利用に際し、生態系への影

響や人への健康影響に配慮した適正な安全性の評価・管理手法が採られていると国から評価されたもの

で、油含有土壌の浄化としては我が国で初となります。       （＊株式会社アイアイビーとの共同研究成果） 

■ 用 途 

油含有土壌の浄化全般 

・ランドファーミング工法 

・原位置浄化(注入工法、地下水循環式) 

 

■ 特 長 

1. 浄化対象土壌中に生息する土着菌を利用して浄

化するバイオスティミュレーションに比べて、短期

間での浄化が可能です。 

2. 油含有土壌の掘削による除去と比較すると低コス 

トで浄化を達成することができます。 

3. 浄化工事における CO２の発生量が、他工法と比 

較して少なくなります。 

4. 調査・試験により安全性が確認されています。 
    ・文献調査による安全性の確認 
    ・動物実験による安全性の確認 
    ・他の微生物への影響 
    ・選抜した単離菌の挙動把握 
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■ ３菌株の適用条件 

◆３菌株の油分分解の適用条件 

・酸素：2 ㎎/ℓ以上 

・ｐ H ：5.0～9.0 

・温度：10～40℃ 

 

◆３菌株で分解可能な油分の条件 

・油分濃度：1,000～30,000 ㎎/㎏ 

・油 種 ：ガソリン、軽油、灯油、重油 

・炭 素 数 ：C10～C35 

・主 成 分 ：アルカン 

◆浄化工法ごとの適用条件 

 ランドファーミング工法 注入工法 地下水循環式 

作業ヤードの 

特性 

掘削、浄化作業ヤードの 

確保が必要 
掘削を要せず、建物下・営業中でも適用可能 

施工規模 大規模施工に適する 狭隘な場所でも施工可能 

土質 砂礫・シルト 
砂礫 

(K=1.0*10-３㎝/s 程度まで)
砂礫 

(K=1.0*10-５㎝/s 程度まで)

汚染サイトの 

土中酸素条件 

土中の酸素条件に 

左右されない 
好気性環境 好気性・嫌気性環境 

周辺環境対策 
周辺環境モニタリング、浸透・拡

散防止対策や臭気対策が必要 
周辺環境モニタリング、拡散防止対策が必要 

施工期間 短期（4～6 ヶ月） 長期（6 ヶ月～12 ヶ月） 

 
■ 実 績（平成 24 年 5 月 31 日現在） 

・地下水循環式による原位置土壌浄化 １件 

浄化対象面積：1,115ｍ２ 

浄化対象土量：2,952ｍ３ 

浄 化 対 象 ：土壌の油臭、油膜 

浄 化 目 標 ：油臭 平均度数 3.0 以下(6 段階中) 

（何の臭いかがわかる弱いにおい） 

【油汚染対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 油臭の程度の段階：2】 

油膜 平均度数 2.0 以下(5 段階中) 

(小さなスポット状の油膜が確認される) 

【自社評価基準】 

 
 
■ 関連資料 

・第 15 回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会（2009），S5-23 pp.636-639  

・日本工業出版 環境浄化技術 2010 年 10 月号，pp.12-15 

・ＧＥＰＣ土壌環境センター 技術ニュース №18 (2011.2)，pp.26-32 

 

■ 技術登録・表彰等 
・ 特願 2008－145576 「油含有土壌の浄化方法およびそれに用いる微生物」 

バイオオーグメンテーションを用いた油含有土壌の浄化技術

                お問い合わせ先(土木本部)      〒545-8555 大阪市阿倍野区松崎町 2-2-2

                http://www.okumuragumi.co.jp    TEL. 06-6625-3893  FAX.06-6625-3901  

８ヶ月間で浄化目標を達成しました！ 

・油臭の平均度数を 2.7 まで低減 

・油膜の平均度数を 2.0 まで低減 

３菌株による浄化の安全性を確認しました！

・浄化完了時に３菌株の減少と病原性菌の

増殖がないことを確認 

・地下水の汚染(硝酸性・亜硝酸性窒素)が

ないことを確認
油臭・油膜と油分濃度の変化 

地下水循環式イメージ図 
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